
～こんな福祉経営の“悩み”に変革を！～

介護・障害・保育の制度に振り回され、各施設がバラバラに動いている…

管理職が日々の運営にとらわれ、他施設への関心が薄く、協力関係が生まれない…

いくら採用しても教育やフォローが不十分であり、職員が定着しない…

サービス、制度、勤務形態、の違いから、話がまとまらない…

弊社サービスの一環としてＦＡＸによる情報配信・各種ご案内を行っております。ご案内が不要の場合は、配信中止の手続きを致しますので、お手数で
すが ＦＡＸ番号をご明記の上、ご返信頂きますようお願い申し上げます。 ＦＡＸ番号：（ － － ）

｢ 介 護 ・ 障 害 ・ 保 育 ｣ 複 合 法 人 に お け る

組 織 人 事 管 理 の あ り 方 セ ミ ナ ー

～業種の違いを超えた人の動かし方とは～

 経営とは何か、改めて考える
 福祉業界における経営環境の変化

～ 将 来 を 左 右 す る の は “ 人 材 ” ～

■セミナー内容

先着50名様限定

参加費無料!!

▼ ▼ 申 込 Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ １ ２ ０ - ８ ５ - ２ ５ ０ ２ ▼ ▼

貴法人名 T E L

Email F A X

氏 名 役 職

住所

氏 名 役 職

本申込書に記入いただきました個人情報は、受付管理事務、弊社からの各種ご案内等に利用し、 その他の利用で使用することはございません。

※ コンサルティング会社、会計事務所、社労士事務所などの同業者の参加は
お断りしております。

※ 資料のみのご請求・録音機のお持ち込みはお断りしております。

※ ご参加人数が5名に満たない場合は、誠に勝手ながら開催を中止させて
頂く場合がございます。

※ 当日のセミナー内容は多少変更となる場合がございます。あらかじめご了
承ください。

 福祉事業における組織づくりのポイント
 仕組みに一貫性をもたせる“人事コンセプト”の作り方
 「定着」のための仕組みとは？
 「育成」のための仕組みとは？

第一部 福祉事業をとりまく経営環境の変化

第二部 「定着」「育成」の仕組みづくり

■大阪会場（緑地公園駅ビル6F）

2018年7月31日（火）15：00～17：00 （開場 14：30）

豊中市寺内2丁目4番1号 緑地公園駅ビル

（北大阪急行電鉄 緑地公園駅直結）

■岡山会場（第一セントラルビル1号館5F）

2018年8月3日（金）14：00～16：00 （開場 13：30）

岡山市北区本町6番36号 第一セントラルビル1号館

5F D会議室 (JR岡山駅から徒歩3分)

■対象

介護・障害・保育事業の経営層向け

■講師

㈱ 日本経営 主任 鈴木 大海

小森 円太郎

昨今、人材の確保や制度改正など、福祉経営をとりまく外部環境はめまぐるしく変化しています。求められる経営レ

ベルが高まる一方で、現場運営で手一杯となり、変化に対応できていないケースも多く見受けられます。

とはいえ、人材が中心となって価値を提供する“サービス業”において、人材の格差が、収益やサービス格差に転じ

る事も事実です。では、どのように職員をマネジメントし、環境変化に対応していけばよいのでしょうか。

本セミナーでは、事業形態が異なる介護・障害・保育事業を展開している法人様にその手法をお伝えします。

人事管理に悩める介護・障害・保育経営者に贈る！

 処遇改善加算の活用方法
 雇用形態・職務内容の違いと、適正な賃金格差

第三部 福祉業界特有の人事改革ポイント


